
認証評価受審における責任者の役割について 

長崎国際大学  理事長・学長 安部 直樹  

日本高等教育評価機構 
平成２８年度 大学・短期大学機関別認証評価 責任者説明会 

平成27年9月15日 
於：東京ガーデンパレス 

Nagasaki International University 



Nagasaki International University 

九州文化学園の沿革 

 昭和20年12月  

 昭和22年2月  

 昭和26年2月  

 平成7年11月  

 平成18年3月  

 平成27年11月  
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九州文化学院創立 

財団法人九州文化学院設置認可 

学校法人九州文化学園へ組織変更認可 

学校法人九州文化学園創立５０周年記念式典 

学校法人九州文化学園創立６０周年記念式典 

学校法人九州文化学園創立７０周年記念式典 

 



Nagasaki International University 

九州文化学園グループ 
学校法人九州文化学園 

長崎国際大学 

長崎短期大学 

九州文化学園調理師専修学校 

九州文化学園歯科衛生士学院 

九州文化学園高等学校 

九州文化学園高等学校看護専攻科 

認定ことも園九州文化学園幼稚園 

 

 

社会福祉法人和敬会三川内保育園 

社会福祉法人世知原福祉会 

養護老人ホーム クリーンホーム 

特別養護老人ホーム パールホーム 

訪問介護ステーション せちばる 

世知原町在宅支援介護センター にこにこ 

一般社団法人是真会 

長崎リハビリテーション病院 

居宅介護支援事業所 銀屋  

訪問看護ステーション 銀屋  

訪問リハビリテーション 銀屋  

通所リハビリテーション 銀屋通り 

ザ・グローバルズ株式会社 
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Nagasaki International University 

長崎国際大学の沿革 

平成12年４月１日 

平成14年４月１日 

平成16年４月１日  

平成18年４月１日  

 

 

平成22年11月27日  

平成26年  4月 1日  

4 

長崎国際大学開学 

人間社会学部国際観光学科、社会福祉学科開設 

健康管理学部健康栄養学科開設 

大学院人間社会学研究科（修士課程）開設 

薬学部薬学科開設 

大学院健康管理学研究科（修士課程）開設 

創立１０周年記念式典 

大学院薬学研究科（修士課程）開設 



Nagasaki International University 

長崎国際大学 
 
学部 

３学部４学科 
大学院 

３研究科５専攻 
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Nagasaki International University 

地方私立大学 
 日本の西の端、地方都市の大学 

新設私立大学  
 開学して１５年と歴史が浅い 

小規模私立大学 
 収容定員２０００人程度 
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Nagasaki International University 

認証評価の本学としてのポイント 

 教学マネジメントが機能しているか 

               (基準１,  基準２) 

 経営状況について 

 管理運営が適切に機能しているか 

               (基準３,  基準４) 
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Nagasaki International University 

教学マネジメントの確立 (基準１,基準２) 
教育目標の設定等の確認 

 建学の理念の再確認、３ポリシーの明確化 

学長を中心とする教学運営体制の確立 
 法人との共通認識、運営会議、教授会 

ＦＤ・ＳＤ活動 
 評価機構からの講演 
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Nagasaki International University 

経営状況の把握・管理運営 (基準３,基準４) 

経営状況の把握と学生募集 

 法人との情報共有 

 規程等の確認と整備 
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Nagasaki International University 

学長として心がけたこと 

 学長のガバナンスとしてのコミュニケーション 

• 運営会議以外にも委員会等参加 
• 「自己点検・評価委員会」「責任者連絡会」(課長以上の職員と副学長) 

• 学部教授会等の冒頭では５～１０分程度のあいさつ 

• 全学教授会冒頭に学長ＦＤとして２０～３０分の話 

• 月１回ランチミーティング(副学長、学部長、事務局長) 

• 年２回の学長カフェ(学部の学生との意見交換) 

• 夜茶   月曜から金曜日まで茶道研修(幼稚園から大学までの教職員対象) 

• ※本学では、地元の平戸鎮信流の茶道を教育に取り入れています。 
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Nagasaki International University 

まとめ 

 認証評価は一部の担当者ではなく、大学全体で対応するもの。 

 全教職員に認証評価受審の目的を理解し、共通認識を持つこと。 

 認証評価を大学改革、教育改革の推進機能として活用すること。 

  

 認証評価後、法人と大学、今まで以上に教職員のコミュニケー

ション、が円滑になり、教育改革に取り組みやすくなった。 
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